


佐
賀
藩
戊
辰
戦
史
目
次

凡

例

序

章

佐
賀
藩
の
軍
制
と
軍
備
の
近
代
化

佐
賀
藩
の
軍
制

佐
賀
藩
軍
備
の
近
代
化

戊
辰
戦
役
中
に
使
用
さ
れ
た
お
も
な
火
器

佐
賀
藩
の
動
員
兵
数

第
一
章

佐
賀
藩
主
の
横
浜
赴
任
と
上
野

彰
義
隊
戦
争

藩
主
上
京
ま
で
の
情
勢

藩
主
の
上
京
と
佐
賀
藩
兵
の
装
備

佐
賀
兵
、
北
陸
道
先
鋒
を
命
ぜ
ら
る

鹿
島
藩
主
の
帰
国
問
題

佐
賀
藩
海
軍
の
東
征

江
戸
開
城
交
渉
と
島
義
勇

佐
賀
藩
主
、
横
浜
に
赴
任
す

暮
府
軍
艦
の
引
渡
し
と
佐
賀
藩

島
義
勇
の
房
総
鎮
定
策

佐
賀
兵
、
野
州
へ
転
進
す
①

江
藤
新
平
の
時
局
建
白

彰
義
隊
の
結
成
と
佐
賀
藩
士
殺
害
事
件

大
隈
重
信
と
二
十
五
万
両

上
野
彰
義
隊
攻
撃
戦

第
二
章

会
津
戦
争

佐
賀
藩
兵
、
野
州
へ
転
進
す
②

多
久
兵
の
到
着

藤
原
口
の
戦
闘
①

藤
原
口
の
戦
闘
②

佐
賀
兵
、
白
河
口
ヘ
進
む

藤
原
口
の
戦
闘
③

白
河
口
の
佐
賀
兵
、
若
松
城
下
に
達
す

若
松
城
包
囲
戦

日
光
口
の
戦
闘

イ
・
日
光
口
佐
賀
兵
の
進
発

ロ
・
横
川
・
大
内
の
戦
闘

ハ
・
日
玉
峠
の
戦
闘

ニ
・
栃
沢
・
関
山
の
戦
闘

若
松
南
郊
の
戦
闘

越
後
口
官
軍
の
若
松
到
着

若
松
城
総
攻
撃

会
津
藩
の
降
伏

会
津
戦
争
の
終
結

第
三
章

羽
州
戦
争

九
条
総
督
の
仙
台
到
着
と
奥
羽
の
情
勢

佐
賀
兵
、
九
条
総
督
の
救
出
に
向
か
う

佐
賀
兵
、
仙
台
に
入
る

前
山
清
一
郎
の
仙
台
脱
出
策

佐
賀
兵
、
九
条
総
督
を
擁
し
て
盛
岡
に
至
る

九
条
・
沢
両
総
督
、
秋
田
に
会
軍
す

沢
副
総
督
の
転
戦

孟
春
丸
の
座
礁

岩
倉
具
視
の
出
征
計
画
と
副
島
種
臣

官
軍
の
庄
内
進
攻
計
画

院
内
口
の
戦
闘
①
及
位
・
金
山
・
銀
山
口
付
近
の

戦
闘

院
内
口
の
戦
闘
②
舟
形
付
近
の
戦
闘

小
砂
川
の
戦
闘
①

イ
・
三
崎
峠
付
近
の
戦
闘
①

ロ
・
三
崎
峠
付
近
の
戦
闘
②

ハ
・
三
崎
峠
付
近
の
戦
闘
③

院
内
口
の
戦
闘
③
新
庄
落
城

院
内
口
の
戦
闘
④
塩
根
坂
峠
の
失
陥

院
内
口
の
戦
闘
⑤
官
軍
横
堀
へ
退
守
す

小
砂
川
口
の
戦
闘
②
塩
越
付
近
の
戦
闘

武
雄
兵
の
到
着

小
砂
川
口
の
戦
闘
日
③

平
沢
・
三
森
付
近
の
戦
闘
と
本
荘
の
放
棄

副
島
種
臣
と
東
北
遊
撃
軍
な
ら
び
に
長
崎
振
遠
隊

院
内
口
の
戦
闘
⑥
皆
瀬
川
付
近
の
戦
闘

院
内
口
の
官
軍
、
大
曲
・
神
宮
寺
へ
転
進
す

院
内
口
の
戦
闘
⑦

角
間
川
・
追
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④
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付
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⑤
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付
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①
盛
岡
兵
の
侵
攻
と
醍
醐
・
前

山
の
弘
前
派
遣

小
城
兵
の
到
着

十
二
所
口
の
戦
闘
②
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③
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佐
賀
藩
戊
辰
史
の
名
著
『
佐
賀
藩
戊
辰
戦
史
』
を
推
薦
す
る

戦
史
研
究
家

長
南

政
義

「
薩
長
土
肥
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
幕
末
期
に
雄
藩
と
し
て
明
治
維
新
を
推
進
し
、
明
治
新
政
府
に
人
材
を
供
給
し
た
薩
摩

藩
、
長
州
藩
、
土
佐
藩
お
よ
び
肥
前
藩
の
総
称
で
あ
る
が
、
薩
長
土
肥
と
い
う
言
葉
は
そ
の
順
序
で
新
政
府
内
の
影
響
力
の
大

き
さ
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
佐
賀
藩
は
、
精
錬
方
と
い
う
科
学
技
術
研
究
機
関
を
創
設
し
て
大
砲
や
蒸
気
機
関
な
ど
の
研
究

開
発
を
行
っ
た
り
、
軍
制
改
革
に
着
手
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
本
有
数
の
軍
事
力
と
技
術
力
を
誇
っ
た
が
、
中
央
政
局
に
対
し

て
は
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
、
ぎ
り
ぎ
り
の
時
期
ま
で
静
観
を
続
け
た
。
ま
た
、
藩
士
に
も
他
藩
士
と
の
交
流
を
禁
じ

鎖
国
藩
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
他
の
三
藩
と
比
較
し
て
幕
末
期
の
貢
献
度
が
低
か
っ
た
。

こ
れ
が
影
響
し
て
か
、
佐
賀
藩
の
幕
末
維
新
を
記
述
し
た
良
質
な
史
書
は
、
薩
長
土
三
藩
と
比
較
し
て
少
な
い
。
薩
摩
藩
に

は
勝
田
孫
弥
に
よ
る
『
西
郷
隆
盛
伝
』
や
『
大
久
保
利
通
伝
』
、
長
州
藩
に
は
末
松
謙
澄
編
『
防
長
回
天
史
』
、
土
佐
藩
に
は
瑞

山
会
編
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
と
い
っ
た
優
れ
た
史
書
が
複
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
賀
藩
関
係
の
維
新
史
に
関
す
る
大
部

な
史
書
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
久
米
邦
武
編
述
の
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
な
ど
少
数
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
、
佐
賀
藩
が
戊
辰
戦
争
で
あ
げ
た
軍
功
が
小
さ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
佐
賀
藩
は
上
野
戦
争
や
羽
州
戦
線
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
戦
線
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
新
政
府
軍
は
兵
力
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ

の
と
き
脚
光
を
浴
び
た
の
が
佐
賀
藩
の
軍
事
力
で
あ
る
。
特
に
、
佐
賀
藩
兵
が
奥
羽
鎮
撫
総
督
府
に
増
援
さ
れ
、
九
条
道
孝
総

督
を
救
出
し
、
庄
内
藩
兵
を
は
じ
め
仙
台
藩
や
米
沢
藩
な
ど
の
諸
藩
兵
を
牽
制
・
敗
走
さ
せ
た
功
績
は
も
っ
と
高
く
認
知
さ
れ

て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
奥
羽
戦
線
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
功
績
は
あ
ま
り
世
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
し
て
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
功
績
を
世
に
広
め
た
い
と
い
う
動
機
の
下
に
執
筆
さ
れ
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
佐
賀

藩
の
活
躍
を
詳
述
し
て
い
る
の
が
、
本
書
で
あ
る
。
本
書
の
特
徴
は
以
下
の
三
点
だ
。

第
一
に
、
本
書
は
、
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
鍋
島
家
文
庫
お
よ
び
多
久
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
多
久
家
文
書
に
収
め
ら
れ

て
い
る
戦
報
や
記
録
類
を
多
数
引
用
し
な
が
ら
、
個
々
の
戦
闘
に
お
け
る
佐
賀
藩
兵
の
行
動
を
詳
述
し
て
い
る
。

第
二
に
、
本
書
の
記
述
は
、
個
々
の
戦
闘
に
お
け
る
佐
賀
藩
兵
の
行
動
が
、
戦
局
全
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

か
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
、
佐
賀
藩
兵
の
評
価
が
、
各
戦
闘
に
お
け
る
勝
利
へ
の
貢
献
度
と

同
時
に
、
そ
の
存
在
が
新
政
府
軍
全
体
の
中
で
ど
の
程
度
の
比
重
を
占
め
て
い
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
も
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

第
三
に
、
執
筆
手
法
が
史
料
原
文
を
引
用
し
て
記
述
を
進
め
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
内
容
が
非
常
に
客
観
的
で
、
戦
闘

経
過
等
に
疑
問
が
あ
る
個
所
で
も
各
史
料
の
異
同
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
筆
者
の
推
測
が
控
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

た
だ
残
念
な
点
も
存
在
す
る
。
佐
賀
藩
海
軍
は
旧
幕
府
海
軍
に
次
い
で
優
秀
と
さ
れ
、
榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
脱
走
艦
隊

と
の
海
戦
に
お
い
て
は
、
多
数
の
佐
賀
藩
出
身
者
が
活
躍
し
た
の
だ
が
、
本
書
に
お
い
て
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
割
愛
さ
れ
て
い

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

佐
賀
藩
と
い
え
ば
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
『
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
』
（
講
談
社
）

で
有
名
だ
。
司
馬
の
小
説
に
よ
り
佐
賀
藩
は
上

野
戦
争
に
お
い
て
世
界
で
も
先
進
的
な
大
砲
で
あ
る
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
を
投
入
し
、
上
野
の
山
に
立
て
籠
も
る
彰
義
隊
を
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壊
滅
さ
せ
る
う
え
で
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
史
料
に
基
づ
き
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
の
威
力
の
大
き
さ
が
次
の
よ
う
に
生
々
し
描
写
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
鋼
砲
は
口
を
開
い
て
上
野
の
森
に
発
射
し
、
そ
の
破
裂
弾
は
敵
陣
の
中
央
に
落
ち
て
猛
烈
に
爆
破
し
た

り
け
れ
ば
、
山
中
の
敵
兵
は
何
か
は
以
て
た
ま
る
べ
き
、
た
ち
ま
ち
死
屍
は
算
を
乱
し
て
縦
横
に
た
お
れ
、
続
い
て
少
し
方
面

を
転
じ
つ
つ
発
射
せ
る
二
・
三
弾
も
、
ま
た
こ
と
ご
と
く
震
雷
の
ひ
び
き
を
な
し
て
落
ち
た
り
し
か
ば
、
諸
寺
院
は
遂
に
火
を

発
し
て
、
す
さ
ま
じ
く
炎
上
せ
り
」
。

さ
ら
に
本
書
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
記
述
を
た
だ
の
史
料
引
用
で
終
わ
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
に
厳
密
な
史
料
解
釈
を
行

い
、
史
料
の
記
述
に
あ
る
史
的
事
実
の
誤
り
ま
で
指
摘
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
に
江
藤
新
平
が

鍋
島
直
正
に
江
戸
で
謁
見
し
上
野
戦
争
に
お
い
て
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
を
使
用
す
る
こ
と
を
薦
め
た
と
あ
る
点
を
、
著
者
は

「
当
時
直
正
は
京
都
に
在
っ
た
（
年
譜
・
公
京
都
に
お
い
て
痢
を
病
み
、
容
易
に
癒
え
ず
）

の
で
、
江
藤
は
江
戸
に
下
る
前
に
許
可
を
得
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
記
事
で
あ
る
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
佐
賀
藩
の
戊
辰
戦
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
重
大
事
件
に
、
下
野
国
今
市
で
発
生
し
た
深
堀
又
太
郎
殺
害

事
件
が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
佐
賀
藩
の
支
藩
多
久
藩
士
の
深
堀
が
、
軍
議
の
た
め
に
大
沢
宿
へ
出
張
し
た
帰
路
、
水
無
・
森

友
間
の
杉
並
木
街
道
で
、
敵
軍
の
襲
撃
を
受
け
殺
害
さ
れ
、
自
身
の
首
だ
け
で
は
な
く
軍
議
の
書
類
と
い
う
重
要
文
書
ま
で
も

持
ち
去
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
も
、
本
書
で
は
「
中
村
純
九
郎
手
記
」
を
使
い
凄
惨
な
現
場

情
景
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
深
堀
又
太
郎
は
大
沢
に
屯
営
せ
る
監
物
組
と
軍
議
を
な
し
、
そ
の
帰
路
、
夜
中
、
杉
並
切
通
し
道
に
お
い
て
敵
に
狙
撃
せ
ら

れ
、
首
そ
の
他
、
軍
議
の
書
類
・
大
小
の
刀
な
ど
奪
取
せ
ら
れ
、
首
な
し
の
遺
骸
の
み
発
見
し
、
こ
れ
を
人
夫
に
荷
わ
し
め
、

帰
営
す
る
に
逢
着
せ
り
」
。

ま
た
、
戊
辰
戦
争
中
の
佐
賀
藩
は
藩
兵
や
旧
幕
府
軍
と
い
っ
た
正
規
軍
と
の
戦
闘
だ
け
で
は
な
く
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
い
を
も
強

い
ら
れ
た
。
本
書
に
は
賊
徒
探
索
や
賊
徒
捕
縛
の
記
事
が
複
数
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
「
賊
徒
等
何
時
襲
来
候
や
も
計
り
難
く
、

こ
れ
に
よ
り
諸
藩
兵
な
ら
び
に
巡
邏
、
尚
又
油
断
な
く
」
な
ど
、
ゲ
リ
ラ
戦
に
直
面
し
て
神
経
を
す
り
減
ら
す
よ
う
な
緊
張
を

強
い
ら
れ
て
い
る
描
写
は
、
戦
場
の
実
相
を
リ
ア
ル
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
。

本
書
の
著
者
で
あ
る
宮
田
幸
太
郎
は
、
大
正
四
年
に
佐
賀
県
で
生
ま
れ
、
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
戦
後
は
長
崎
県
立
佐

世
保
南
高
校
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
人
物
で
あ
る
。
宮
田
の
著
書
に
は
、
本
書
の
他
に
、
『
佐
賀
の
乱
―
そ
の
証
言
』
（
佐
賀
の
乱
刊

行
会
、
一
九
七
二
年
）

や
『
佐
賀
藩
戊
辰
戦
史
を
記
行
す
る
―
宮
古
・
函
館
の
海
戦
と
佐
賀
藩
海
軍
』
（
ふ
る
さ
と
社
、
一
九
七
七
年
）

な
ど

が
あ
る
。
著
書
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
元
所
在
の
史
料
に
強
い
郷
土
史
家
で
あ
り
、
本
書
に
お
い
て
地
元
佐
賀
に
存
在
す

る
多
数
の
原
史
料
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
の
も
彼
の
こ
う
し
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
無
関
係
で
は
な
い
。

今
回
復
刻
さ
れ
る
『
佐
賀
藩
戊
辰
戦
史
』
は
、
戊
辰
戦
史
を
研
究
す
る
上
で
不
可
欠
の
史
書
で
あ
り
、
維
新
史
研
究
者
や
幕

末
愛
好
家
な
ど
の
間
で
長
年
復
刊
が
ま
た
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
刊
行
さ
れ
た
書
籍
に
も
か
か
わ
ら
ず
古
書
流
通
量

が
少
な
く
、
古
書
店
で
見
か
け
て
も
高
額
で
入
手
し
に
く
い
。
今
回
の
復
刻
を
機
会
に
多
く
の
読
者
が
本
書
を
繙
か
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

2








